
共鳴の書 — The Book of Resonance

体験記

2025年12月、マウイ島にて記される

3分で読む要約

2025年12月、マウイ島で災害復興支援を行っていた日本人家族が、父親からの経済的支

援を断たれ、住居も失いかけた。

娘が高熱を出した翌朝、卓也は島の西側にある教会を訪れた。そこで出会った日系アメリ

カ人のRさんが「Japanese bond（日本人の絆）」と言って手を差し伸べ、歴史ある教会
へと繋いだ。

教会は家族の活動を認め、滞在支援を決定。12月24日、正式な同意書にサインが交わさ
れた。

学んだこと：

先に与えることで、共鳴が生まれる

共鳴が境界を越える助けになる

血縁ではなく、繋がりで支え合える

ビジネスへの示唆：

先に価値を提供すると、予期せぬ形でリターンがある

信頼関係は制度的障壁を軽減する

明確なパラメータ設定でWin-Winを構築できる

今、境界に立っているあなたへ： 何も与えるものがないと感じていても大丈夫。あなた
の存在そのものが、誰かにとっての共鳴になりうる。まずは話を聞かせてください。

詳しい経緯は以下に記す。



序章：火と浄化

2023年8月8日、ハワイ・マウイ島に地獄が現れた。

強風に煽られた炎がラハイナの街を飲み込んだ。かつてハワイ王国の首都として栄え、歴

史的建造物が立ち並ぶ街が、数時間で灰と化した。

100人以上が命を落とした。 数千人が家を失った。 150年の歴史を持つバニヤンツリーは

黒く焼け焦げた。

炎は容赦なくすべてを焼いた。

しかし、一つだけ残ったものがあった。

L教会。

1846年に建てられたこの教会は、周囲がすべて焼け落ちる中、奇跡的に炎を免れた。消

防士が来る前から、建築構造や風向きなど複数の要因が重なり、この教会は残った。

幸運にも残った。

火災の中で、この教会は残った。

この教会が、ある家族の転機に関わることになる。

第一章：境界に立つ家族

2025年12月、一つの日本人家族がマウイ島にいた。

卓也、42歳。 妻・美那。 そして5歳の娘・糸。

彼らは「境界に立つ者」だった。

世代を超えた課題

佐藤家には、世代を超えて受け継がれてきた課題があった。

言葉にできない重圧。家族の中で繰り返されてきたパターン。

卓也は日本で行き詰まっていた。

大企業でのキャリア、ベンチャー企業の経営、外資系コンサルティングファームでのシニ

アスペシャリスト。履歴書だけ見れば成功者だった。しかし、内側では何かが壊れてい



た。

内面の葛藤と向き合う中で、2023年8月、ラハイナの大規模火災のニュースが世界を駆け

巡った。

卓也はそれを見た。そして、動いた。

魂の救済を会社に相談した。しかし、就業規則上の理由で活動が承認されなかった。

卓也は会社との雇用関係を解消し、自ら動くことを決断した。

2025年、ラハイナの災害復興支援を目指した卓也は、借入与信残高を含む全私財を投じ
て日本で研究開発を行った。そしてマウイ島に家族と共に渡った。

しかし、結果として返済不能な支払いが生じた。

2ヶ月間、父親からの支援が続いた。

3ヶ月目となるクリスマスの直前。滞在先で、妻経由で父親からの通告が共有された。

「支援は打ち切る」

父親からの経済的支援が続いていたが、それが終わりを迎えた。家族には様々な事情があ
る。

支援の終了は、家族関係の転換点だった。

しかし同じ場所で、同じ時に、教会からの支援が始まろうとしていた。

どこにも属さない

マウイ島に来た時、佐藤家は世界のどこにも属していなかった。

日本に戻る場所はない

アメリカの市民権もない

90日間の短期滞在資格だけ

不動産ローンの返済不能により住所喪失の危機

銀行口座を開くにも住所がいる

住所を得るには銀行口座がいる

システムの狭間。 制度の境界線上。 存在しているのに、存在を証明できない。

彼らはバウンダリスト（境界に立つ者）だった。



境界に立つとは

「バウンダリスト」とは、システムが「当たり前」に機能しなくなった瞬間を経験した人

を指す。

属性ではない。状態である。

誰でも、いつか、境界に立つ。 病気になった時。 仕事を失った時。 家族と離れた時。 国

を離れた時。

人種、性別、国籍、年齢は関係ない。 今、そこにいるかどうか。

佐藤家は、複数の境界に同時に立っていた。

生存システム（住居、エネルギー）

社会システム（家族、コミュニティ）

経済システム（収入、資産）

制度システム（国籍、ビザ）

内面システム（アイデンティティ、意味）

すべてが揺らいでいた。 しかし、彼らは諦めなかった。

先に与えることから始めた。

第二章：共鳴の始まり

マウイ島最西部。2023年の大火災で被災したエリアに近いファームで、佐藤家はオフグ
リッド支援を始めた。

与えることから

卓也のスキルは、この場所で必要とされていた。

ソーラーパネルの設置

バッテリーシステムの構築

発電機のメンテナンス

衛星通信の設置とトラブルシューティング

電気配線の診断と修理



被災後、多くのファームがインフラの問題を抱えていた。電力が不安定。インターネット
が繋がらない。専門業者を呼ぶ金もない。

卓也は言った。

「Yes, free.」

見返りを求めなかった。 報酬の話をしなかった。 ただ、目の前の問題を解決した。

卓也は研究開発を経てたどり着いたギフトエコノミーの実践手段として、手作りの石鹸を

配った。見返りを求めず、ただ渡す。

時には品質の問題にぶつかり、時には商慣習の問題にぶつかった。誤解を生み関係が悪化

し、風評につながったこともあった。コミュニティからの排除も経験した。

それでも精錬を諦めなかった。

その積み重ねが、コミュニティとの関係を作り、深めていった。

妻の美那と5歳の娘・糸は、家族として共に過ごした。糸は地域のコミュニティとのつな

がりの中で子どもたちと友達を作り、父親の石鹸作りを手伝い、配るのを手伝い、大人同
士の縁も繋げていた。

家族ユニットとして、与え続けた。

共鳴で越えた境界

この旅路で、佐藤家は何度も境界を共鳴で越えてきた。

レンタカーを借りるためには、クレジットカードかデビットカードが必須だった。しか
し、全ての与信を使い果たしている状況下で、カードの決済がおりない事態に遭遇した。

マウイ島で移動手段がないのは、活動不能を意味する。

ある寺院の盆ダンスイベントで、ある家族と知り合った。彼らのサンクスギビングイベン
トに招待を受け、参加した際に状況を伝えた。

その家族は、代わりにレンタカーを借りてくれた。

費用はギリギリの財務状況の中で支払うことができた。しかし、与信という境界を越える

ことは、佐藤家だけでは不可能だった。

共鳴が境界を越えた。活動を継続することができた。

大型リゾートブランドに活動趣旨を紹介した。複数回の提案を経て、コンシェルジュより
施設利用権を無償で提供いただいた。妻と娘の日中の滞在環境、関係作りの基盤を形成で



きた。

他の地域密着リゾートブランドでは、シャワー施設を提供いただいた。トレーラーハウス

の水源トラブルで清潔な水が利用できない状況に陥った。相談した結果、ホスピタリティ
ルームを無償でいつでも利用できると提案いただき、妻と娘が快適に過ごせる環境を作る

ことができた。

共鳴は、一度だけではなかった。

与え続けることで、受け取り続けることができた。

12月21日の夜

その夜、糸が高熱を出した。

朦朧とする意識。咳き込む小さな体。5歳の娘が苦しんでいる。

同時に、ファームのホストから連絡が来た。

「明日、トレーラーの見学者が来る。準備しておいてくれ」

彼らが住んでいたトレーラーを売りたいという。購入希望者が見に来る。準備期間は1

日。

娘の発熱。 住居の危機。 同時に襲ってきた。

行き場がなかった。

教会への導き

12月21日の朝、卓也は妻と娘をトレーラーハウスに残し、支援を求めて車を走らせた。

向かった先は、島の西側にあるS教会。ある店舗の横にある小さな教会。

なぜそこに向かったのか、卓也自身にもわからなかった。ただ、行くべきだと感じた。

たまたま、日曜礼拝の時間だった。

礼拝の始まる前だった。卓也は助けが必要なことを英語で文章にして、教会にいる人に共
有して回った。

そこで出会ったのがRさんだった。



状況を察して、彼は一言だけ言った。

「助けるよ」

その言葉を聞いて、卓也の声が震えた。涙を流して感謝を伝えた。

Rさんとハグをして、卓也は妻と娘を連れてくるべく車でトレーラーハウスに向かった。

教会に家族で戻った。妻は車の中で娘を看病し、卓也はRさんの助けを求めて礼拝サービ
スの最後列にたたずみ、サービスが終わるのを待った。

そしてRさんの善意により、知人のバイリンガルな通訳の方を呼んでくださった。Rさん
の信頼で、安静にできる宿泊先を手配してくださった。

卓也はトレーラーハウスの見学者が車内外をくまなく見て購入意向を高められるよう、妻
と娘を宿泊先において、一人でトレーラーハウスに戻った。そして準備をやり遂げた。

ファームのホストには準備の精度に満足いただき、Rさんにリコメンドいただくにいたっ
た。

第三章：教会への招き

Rさん。

穏やかな年上の男性。S教会の礼拝に、たまたま参加していた。

彼は卓也の話を聞いた。そして、こう言った。

「Japanese bond.」

日本人の絆

Rさんの母親は日本人だった。

戦後、アメリカ兵と結婚してハワイに渡った女性。故郷の記憶を子どもたちに語ることは
あったが、Rさん自身は一度も日本を訪れることなく、数年前に母を見送った。

「いつか母の故郷を訪れたい」

その想いは、今もRさんの中にある。

だから、目の前にいる日本人家族を見た時、何かが動いた。

「私の母も日本人だった。だから、あなたたちは少し特別なんだ」



血縁ではなく、共鳴。

国籍や制度を超えた、深い共感。

Rさんは佐藤家を自分の滞在先に招いた。娘の糸には、大きなクマのぬいぐるみをプレゼ
ントした。解熱剤を分けてくれた。食事を共にした。

見知らぬ人ではなくなった。

L教会

Rさんは、L教会の50年来のメンバーだった。

あの歴史ある教会の。

彼を通じて、佐藤家の存在は教会に伝わった。

数日後、教会のオフィスで正式な会合が開かれた。佐藤家の活動内容、ファームでの支援
実績、彼らの理念。すべてが共有された。

そして、教会は決定を下した。

佐藤家の滞在費を支援する。

署名の瞬間

2025年12月24日。

L教会のオフィス。歴史を刻んできたその建物の中で。

同意書が机の上に置かれた。

卓也はペンを取り、サインした。 教会の代表者もサインした。

面と向かって。目を見て。握手をして。

誰も滞在資格の話をしなかった。 短期滞在の話もしなかった。 「あなたは観光目的です

か？」とも聞かれなかった。 グレーゾーンの議論もなかった。

ただ、認められた。

歴史ある教会が、日本人家族の災害復興支援活動を認め、正式に支援した。

この事実は、署名された文書として残った。経費の記録として残った。消えない証拠とし
て。



第四章：境界の消失

この出来事は、「境界を越えた」というより、

境界が問題にならなかった。

通常の境界

普通、日本人家族がアメリカで活動しようとすれば、無数の境界にぶつかる。

滞在資格は適切か？

労働許可はあるか？

税金の処理は？

保険は？

住所は？

銀行口座は？

制度は質問を投げかける。証明を求める。書類を要求する。

しかし、教会のオフィスでは、それらの質問は一切なかった。

なぜ境界が消えたのか

教会は、この地域で長年コミュニティ支援を行ってきた組織だ。

教会は独自の慈善活動として支援を決定した。

教会には、困っている人を助けるという独自の判断基準がある。

それは国籍やビザの問題とは別の次元で機能することがある。制度的な質問をされる前
に、人として認められた。

※ 私たちは特定の宗教への入信を勧めていません。この物語は、コミュニティの
善意がどう機能するかの一例です。

佐藤家は、その場所に迎え入れられた。



境界が消える体験

卓也は後にこう語った。

「質問されなかったんです。証明を求められなかった。ただ、『あなたたちを支援する』
と言われた。それだけでした」

境界を越える時、通常は摩擦がある。抵抗がある。質問がある。

しかし、共鳴が起きた時、境界は問題ではなくなった。

相手が「この人を助けたい」と思った時、制度上の壁は後回しになる。

消えた境界 どう消えたか

国境 Japanese bondという共鳴で

制度の壁 教会の独自判断で

血縁の課題 新しい繋がりの誕生で

時間の壁 記録されることで

共鳴が境界を越える助けになる。

人と人が繋がった時、制度の壁は二の次になることがある。

第五章：変わった連鎖

佐藤家には、世代を超えて受け継がれてきたパターンがあった。

言葉にするのが難しい重さ。家族という名の鎖。期待という名のプレッシャー。

彼らにとって、それは世界のすべてだった。

古いパターン

世代を超えて繰り返されてきたパターンがあった。

承認を求める

得られない

傷つく



それでも求め続ける

父から子へ。子から孫へ。終わりのない連鎖。

卓也も例外ではなかった。日本で成功を収めても、どこかで父親の承認を求めていた。大
企業での実績も、ベンチャーの経営も、外資系コンサルでのポジションも、どこかで「認

めてほしい」という願いが混じっていた。

しかし、承認は来なかった。

2025年、父親は最後通告を出した。

「支援は打ち切る」

血縁からの切断。

同時性

ここで、奇妙な同時性が起きた。

父親が支援を切った、まさにその時期に、教会が支援を出した。

血縁 共鳴

父親が切った 教会が繋いだ

承認を拒否した 認められた

金銭で縛っていた 金銭を超えて支援した

条件付きだった 無条件だった

偶然ではない。

古い回路が切れた時、新しい回路が開いた。

世代間の連鎖が変わった瞬間だった。

血縁から共鳴へ

佐藤家が経験したのは、パラダイムシフトだった。

血縁のネットワークから、共鳴のネットワークへ。

血縁は選べない。生まれた時から決まっている。そこには、世代を超えた課題が蓄積して
いることがある。



共鳴は選べる。今この瞬間に生まれる。そこには、新しい可能性しかない。

Rさんは血縁ではない。教会のメンバーたちも血縁ではない。しかし、彼らは佐藤家を認

め、支援した。

「Japanese bond」

血ではなく、価値観の共鳴で繋がった。

糸の解放

最も重要なのは、5歳の糸がこの転換点に立ち会ったことだ。

彼女は「父親から見捨てられた息子の娘」として育つことになっていたかもしれない。同
じパターンを引き継ぎ、繰り返す人生。

しかし、今は違う。

彼女は「教会に認められた家族の一員」として育つ。

世代を超えて受け継がれてきたパターンが、ここで終わった。

ここから始まる物語は、全く違うものになる。

第六章：記録として残るもの

この出来事は、いくつかの形で記録されている。

残された記録

教会との関係

L教会は、カトリック教会の一部である。教会が佐藤家の活動を認め、支援を決定したと

いう事実は、教会の記録として残っている。

歴史的な背景

2023年の大火災で残った教会という背景は、この物語に特別な文脈を与えている。

物理的証拠

同意書にサインがある。経費の記録がある。日付がある。署名者の名前がある。



これらは物理的な証拠として存在している。消すことはできない。改ざんすることもでき
ない。

デジタル記録

世界中のソーシャルネットワークに投稿された。複数のプラットフォームに同時に。

プロジェクト文書として記録された。Boundarist Movementの公式記録として。

デジタルの世界では、一度公開された情報は完全には消せない。インターネットアーカイ

ブに残る。スクリーンショットが残る。

物語の力

この出来事は、「語り継がれる構造」を持っている。

火災で唯一残った教会

日本人家族の災害復興支援

偶然の出会いから生まれた繋がり

シンプルでありながら、人の心に残る要素がある。

第七章：学んだこと

佐藤家の体験から学べることは、シンプルである。

「共鳴が境界を越える助けになる」

三つのステップ

1. 先に与える

見返りを求めず、自分が持っているものを与える。

卓也はオフグリッドのスキルを与えた。美那はマーケティングのスキルを与えた。糸は笑
顔を与えた。

「Yes, free.」

与えることから、すべてが始まる。

何も持っていなくても与えられるもの：

存在 — そこにいること自体が誰かの支えになる



傾聴 — 相手の話を聞くこと

笑顔 — 糸が与えたように

情報 — 自分が知っていることを共有する

時間 — 一緒にいる時間を提供する

お金がなくても、スキルがなくても、与えることはできる。

2. 共鳴が生まれる

与えることで、何かが響き合う。

Rさんは「Japanese bond」と言った。教会は支援を決めた。ファームは感謝を表した。

与えたものが、予期せぬ形で返ってくる。それが共鳴。

3. 境界が消える

共鳴が起きた時、境界は意味を失う。

国境、制度、血縁、世代の課題。共鳴が起きた時、これらの境界は問題ではなくなること

がある。

Boundarist Movement

この体験から学んだことを共有するために、佐藤家は「Boundarist Movement」を立ち上

げた。

Boundarist（バウンダリスト） = 境界に立つ者

すべての人は、いつか境界に立つ。システムが機能しなくなる瞬間を経験する。

その時、この真理が役に立つ。

先に与える。共鳴が生まれる。境界が消える。

再現のためのチェックリスト

この体験を再現するためのステップ：

 価値の明確化 — 自分が提供できる具体的スキルを棚卸し

 先行投資 — 見返りを求めず3回以上価値提供

 共通点の発見 — Japanese bondのような繋がりを見つける



 パラメータ設定 — 評価期限と成功基準を明確に

 記録 — 合意事項を文書化

信頼が生まれると、相手は制度的確認を後回しにする傾向がある。これが「境界が
問題にならなかった」メカニズムだ。

二つのタイプ

境界に立つ人には、二つのタイプがある。

外のバウンダリスト

システムから外れた人。揺らいでいる人。居場所がない人。

彼らに届けるメッセージ：

「存在していいよ」

内のバウンダリスト

システムの内側にいながら、その限界を見ている人。自分の判断で動こうとしている人。

彼らに届けるメッセージ：

「あなたの判断で試してみていい。明確なパラメータを設定して、期限を決めて、
評価する。それでいい」

Rさんがそうだった。直感と信頼に従いながらも、明確な評価ポイントを設けて進む。そ
れが「内のバウンダリスト」の知恵だ。

すべての人へ

そして、すべての人に届けるメッセージ：

「あなたの物語は大切だ」



一人ひとりが、自分の物語を持っている。

その物語を否定しなくていい。 隠さなくていい。 恥じなくていい。

あなたの物語が、誰かの境界を越える鍵になるかもしれない。

共鳴が境界を越える。

終章：継承

5歳の糸は、この物語の当事者として育つ。

新しい原点

彼女が大きくなった時、こう語るだろう。

「私の家族は、マウイの歴史ある教会に認められて、そこから始まった」

これが佐藤家の新しい原点。

過去の重荷ではない。 血縁の呪縛ではない。 世代を超えた痛みではない。

共鳴の物語。

継承されるもの

糸が継ぐのは、財産だけではない。

継承されるもの：

共鳴のネットワーク

どこでも開く扉

語り継がれるストーリー

再現可能なモデル

境界を越える力

これらは、金銭では測れない財産。

しかし、金銭以上の価値がある。



世代を超えて

この物語は、糸の代で終わらない。

糸が大人になり、家族を持った時、この物語を子供に伝えるだろう。

その子供が、また次の世代に伝えるだろう。

共鳴は、世代を超えて広がる。

2025年12月21日に始まった物語を、家族の歴史として伝えていくだろう。

世界への広がり

佐藤家の物語は、同じような状況にいる人の参考になるかもしれない。

境界に立つ人に、一つの体験談として届く可能性がある。

国を離れた人

家族を失った人

仕事を失った人

居場所がない人

システムに馴染めない人

困難な状況でも、人との繋がりが道を開くことがある。

「先に与える。共鳴が生まれることもある。境界を越える助けになる」

奥付

共鳴の書 — The Book of Resonance

体験記

記された日： 2025年12月26日



記された場所： ハワイ州マウイ島

記した者： 卓也

立会人： 美那、糸

原点の日： 2025年12月21日

原点の場所： L教会（2023年ラハイナ大火災で唯一残った教会）

中心メッセージ

「共鳴が境界を越える」

"Resonance transcends boundaries."

三つの宣言

存在へ — すべての人は、存在していい

行動へ — あなたの判断で動いていい

永遠へ — あなたの物語は、時を超えて残る

Boundarist Movement

ウェブサイト: https://bit.ly/boundarist

理念: 境界に立つすべての人に、共鳴の真理を届ける

この書は、佐藤家の実体験に基づいて記された。

https://bit.ly/boundarist


事実と解釈について

検証可能な事実：

2025年12月24日、L教会との合意書に署名（文書あり）

教会が滞在費を支援（経費記録あり）

ファームでのオフグリッド支援活動（写真記録あり）

著者の解釈：

これを「共鳴」と呼んでいる

世代間パターンの変化と捉えている

境界が「問題にならなかった」と表現している

取材対応： 本書の内容に関するお問い合わせは、calendly.com/pearlmemorial までご連絡

ください。

この物語が、境界に立つすべての人の希望となることを願う。

あなたの話を聞かせてください

境界に立っている人に、私たちは届けたい。

こんな方からの相談を歓迎します：

先祖のルーツを探したい日系アメリカ人の方

オフグリッド・インフラの相談をしたい方

マウイでの活動について話を聞きたい方

境界に立つ経験を共有したい方

無料相談でできること：

30分のオンライン対話

あなたの状況を一緒に整理

可能なリソースや繋がりの提案

秘密厳守

同じような状況にいる方、話を聞いてほしい方は、ぜひご連絡ください。

相談予約: calendly.com/pearlmemorial

https://calendly.com/pearlmemorial/pearlmemorialsession
https://calendly.com/pearlmemorial/pearlmemorialsession


ウェブサイト: bit.ly/boundarist

先祖のルーツを探したい方へ

日本の家族の歴史、家紋、お墓の場所。言語の壁、システムの壁を越えて、あなたの物語
を完成させるお手伝いをします。

私たちの「Soul Carrier」サービスは、Rさんのような想いを届けるために生まれました。

母親の故郷を訪れる機会がないまま大切な人を失った方、ルーツを辿る旅を完成させたい
方のために。

私たちができること：

戸籍調査による家系図作成

家紋の特定と英語レポート作成

先祖のお墓の特定と墓参り同行

日本の親族との再会サポート

詳細: Soul Carrier サービス

マウイのコミュニティへ

私たちはまだ、マウイについて学んでいる途中です。

火災から立ち上がろうとするこの島で、私たちができることは限られています。ソーラー
パネルの設置。バッテリーシステムの構築。衛星通信のトラブルシューティング。

それでも、「Yes, free.」と言い続けた。受け入れてもらえないこともあった。誤解される

こともあった。

それでも、この島の人々は私たちに機会をくれた。

レンタカーを借りてくれた家族。シャワーを提供してくれたリゾート。評価ポイントを設
けながら信頼してくれたファームホスト。そして、「Japanese bond」と言って手を差し

伸べてくれたRさん。

すべてのマウイの人々の善意が、この物語を可能にした。

私たちは、恩返しを続けていきます。

Mahalo nui loa.

https://bit.ly/boundarist
https://bit.ly/boundarist


🤙 Maui Strong

Pearlが教えてくれたこと

In memory of Pearl (2007–2025) 🐩

18年間家族だった愛犬Pearl。彼の死後、私たちは彼の喉仏を娘が拾った四葉のクローバ
ーと花びらと一緒にレジンで固め、どこへでも連れていける移動できるお墓を作った。

Pearlと共に訪れたパールハーバーで、平和を願った。

「共鳴が道を開く」— この言葉は、Pearlとの共鳴から生まれた。

そして今、教会との出会いが、その共鳴を証明してくれた。

Pearlの記憶は、私たちと共に生き続けている。

付録：証拠一覧

この物語が事実であることを示す証拠：

証拠 内容 保管場所

Guest Hospitality

Agreement
ホストとの正式同意書 物理文書＋デジタル

教会経費記録 L教会からの支援記録 教会オフィス

ソーシャルメディア投稿 2025年12月26日の投稿
複数のプラットフォー

ム

Boundarist Movement文書 プロジェクト概要書 デジタル

写真
糸とクマのぬいぐるみ、教会、ファーム

など
デジタル

改訂履歴



バージョン 日付 内容

1.0 2025年12月26日 初版作成

— 共鳴の書 完 —


